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証券業界におけるサステナビリティ推進に関する
2024年度の具体的施策に関する結果報告について

2025年４月16日
日本証券業協会
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１．働き方改革・ダイバーシティ推進について
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１．働き方改革・ダイバーシティ推進について
① 会員代表者に向けた情報発信

証券業界全体が働き方改革・ダイバーシティを推進していくには、経営陣がその重要性を理解し、コミットするこ

とが必要不可欠であることから、意識の醸成を図ることを目的に、「代表者セミナー」等、証券会社代表者が出席

する会合等の機会を活用し、働き方改革・ダイバーシティ推進の必要性を訴求するリーフレットを通じた周知を行

った。
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目的

月経関連症状、更年期症状等、女性特有のライフステージによる健
康課題について男女ともに理解促進を図り、女性の健康課題と仕
事との両立が出来るような働きやすい職場環境づくりの促進を目
的とする。

開催日 2024年10月10日（木）

開催方法 オンライン（ZOOM）

参加対象者
証券会社の全役職員
※特に経営層、女性従業員、女性従業員を部下に持つ管理職、人
事担当者

プログラム

１．講演①
「職場のみんなが知っておきたい、女性特有の健康課題について」
  一般事業会社 担当者
２．講演②
「DEI推進における女性の健康支援

～全役職員のリテラシー向上にむけて～」
証券会社 担当者

３．質疑応答

１．働き方改革・ダイバーシティ推進について
② 「女性のヘルスリテラシー向上セミナー」の開催

月経、妊娠・出産、更年期等、女性特有のライフイベントによる望まない離職等を防ぎ、女性が健康でその能力を

発揮できるよう、男女ともに女性健康課題に関するリテラシー向上を図り、女性の健康課題と仕事との両立が出

来るような働きやすい職場環境づくりの促進を目的として、女性のヘルスリテラシー向上セミナーを開催した。
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タイトル 十人十色の働き方を目指して 誰もが活躍できる業界へ

開催日
2024年12月10日（火）
カンファレンス後、ネットワーキング開催

開催方法 KABUTO ONEホール 及び ZOOMオンライン

プログラム

１．開会挨拶 日本証券業協会 会長 森田 敏夫

２．ゲストスピーチ① （ビデオメッセージ）
女性活躍・男女共同参画担当大臣 三原 じゅん子 氏

３．ゲストスピーチ②
野村證券 常務 人事担当 尾崎 由紀子 氏

４．パネルディスカッション
（モデレーター） 学校法人成蹊学園 学園長     江川 雅子 氏
（パネリスト）
・ＳＭＢＣ日興証券 人事部ＤＥ＆Ｉ推進室 室長 須藤 桃子氏
・ゴールドマン・サックス証券 リサーチ・コンプライアンス部
                               ヴァイス・プレジデント  北川 理恵 氏
・静岡東海証券 執行役員 営業統括部 中村 剛久 氏
・三菱UFJモルガン・スタンレー証券 

本店コンサルティング第四部長 齊藤 光 氏

５．質疑応答

６．閉会挨拶 働き方改革・ダイバーシティ推進委員会 委員長
大和証券 専務取締役 白川 香名 氏

７．参加者同士のネットワーキング

証券業界において女性を含む多様な人材が活躍できるよう、役職員の意欲・キャリアアップへの関心を高めると

ともに、役職員一人ひとりの意識の醸成を図る目的として、ダイバーシティ推進カンファレンスを開催した。

１．働き方改革・ダイバーシティ推進について
③ 「証券業界におけるダイバーシティ推進カンファレンス」の開催

※ 役職は当時のもの
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業態
大手、準大手、

インターネット、外資系
中堅 その他 大阪・名古屋

７
月
開
催

開催月 2024年７月

テーマ
（共通テーマ） 人材育成

採用・離職防止
シニア人材の活用 従業員エンゲージメント 女性活躍推進

１
月
開
催

開催月 2025年１月

テーマ

（共通テーマ） 仕事と介護の両立

人材の定着
労働時間管理

（裁量労働、ジョブ型制度含む）

人材育成
（離職防止含む）

女性活躍推進
（男性育休含む）
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各社の働き方改革・ダイバーシティ推進等に向けた取組みについて情報共有を図るとともに、業態別の人事担当者同士

のネットワーク構築を目的とし、人事担当管理職を対象とする業態別意見交換会を開催した。

なお、地方においては人口減少や少子高齢化等の課題など、固有の課題を抱える会員も多いことから、大阪・名古屋でも

開催した。

ネットワーキングの様子ディスカッションの様子

１．働き方改革・ダイバーシティ推進について
④ 「人事担当管理職を対象とする業態別意見交換会」の開催
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日付 2025年２月28日（金）

プログラム

１．開会式 

２．研修 グループワーク 
－日々の業務における課題
－仕事と生活の調和における課題 

３．講演会
講師：証券会社 役員
演題：証券業界で誰もが自分らしく活躍するには

４．交流会

対象者
証券会社の女性職員
（全年齢層・全役職・全職種対象）

開催方法 対面開催（日本証券業協会 会議室）

グループワークの様子

証券会社の女性職員の活躍等に資すること及び各社の取組み等の情報交換を通じて、女性役職員の連携を深

めることを目的として、女性社員集合研修を開催した。

１．働き方改革・ダイバーシティ推進について
女性社員集合研修」の開催
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２．こどもの貧困対策支援等について
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2020年1月15日より運用開始後、2025年３月末までに支援成立した物品等については、以下のとおり。

◆成立件数 2,317件 ※登録数に対しての成約率は約95％ 

◆マッチングしている物品合計（一例）

◆提供いただいた品物の一例（マッチング済）

• 信州そば、讃岐うどん詰め合わせ
• レトルトカレー12食（180ｇ×6 2ケース）
• 自社ノベルティのボールペン100本、メモ帳40個
• 油性色鉛筆12色セット2個

米（精米済み）        約 11,535 kg

飲料（災害備蓄品の水、ジュース等）   約 8,619ℓ

パック米、インスタント・レトルト食品   約 35,142食

 ・・・その他、缶詰、乾麺、ノベルティ、日用品（タオル・筆記用具）等
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２．こどもの貧困対策支援等について
① 「こどもサポート証券ネット」
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⚫ 参加証券会社  61社
所属地区 参加社数

北海道 2

東 北 1

東 京 41

北 陸 4

名古屋 2

大 阪 6

中 国 1

四 国 1

九 州 3

⚫ 参加NPO法人等  48団体
エリア 参加団体数

東 北 ５

関 東 19

中 部 11

関 西 7

中 国 2

四 国 1

九 州 3

9

２．こどもの貧困対策支援等について
① 「こどもサポート証券ネット」
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2018年10(とう)月４(し)日の「証券投資の日」より、全ての子供達が希望を持って成長できる社会の実現に向けて
、こども家庭庁等が主導する「こどもの未来応援国民運動」の一環である「こどものみらい古本募金」（古本等を活用し
た寄付プログラム）に証券業界全体で参画することとした。全国の証券会社（会員数：約110社、参加店舗：約1,120
店舗／2024年12月現在）に古本等回収ボックスを設置している。

➢ 2024年12月末時点の総寄付冊数は174,199冊、
総寄付金額は5,056,782円。

➢ 証券業界における本取組みは、
松山内閣府特命担当大臣(当時)閣議後記者会見や
バリューブックスプレスリリース、各地方紙等におい
ても紹介。

顧客、

地域住民、

従業員など

全国の
証券会社

提携業者

㈱バリュー

ブックス

こどもの
未来

応援基金

NPO法人

など

古本等を証券会社
に設置された回収
ボックスへ投函

集まった古本等を
提携業者に送付

こども食堂や居場所
づくりに取り組む

NPO法人等を支援
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２．こどもの貧困対策支援等について
② 古本募金の実施

古本等を買い取り
査定額を寄付
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２．こどもの貧困対策支援等について
③ 全国銀行協会との連携（物資支援プロジェクト）

※2023年3月14日証券戦略会議にておいて報告済

2023年度に両協会において行った「フードドライブ活動」を踏まえ、これまでのセミナーによる
会員の啓発活動に代え、具体的な支援につながる施策として全銀協・日証協の両協会会員を対
象に食品及び生活用品を募る「物資支援プロジェクト」を実施した。

＜2024年度の連携施策＞

実施時期 2024年12月2日（月）～12月27日（金）

実施場所等 両会員及び両協会事務局

主な対象者 両協会の会員役職員及び両協会役職員

対象支援品
食品及び生活用品※
※ （ 例 ） ウ ェ ッ ト テ ィ ッ シ ュ 、 テ ィ ッ シ ュ 、 ト イ レ ッ ト ペ ー パ ー 、 マ ス ク 、

衛生用品、ベビー用品（おむつ等）、生理用品、文具 等

実施内容

・各会員等の役職員の家庭で余った食品等を持ち寄り、各会員から本協会にて指定する、こ

どもや若者の貧困問題に関する取り組みを行っている団体（支援先）に寄付をし、不足しが

ちな冬休み期間の食品等を提供していく。

・役職員自身に協力を促す取組みを実施することによって意識醸成につなげていく。
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２．こどもの貧困対策支援等について
③ 全国銀行協会との連携（物資支援プロジェクト）

※2023年3月14日証券戦略会議にておいて報告済

参加会員数 ５３社
（日本証券業協会会員：２１社、
全国銀行協会会員：３０行、両協会事務局）

総収集数 25,082個・米256kg
（日証協会員・事務局：約14,234個・米135kg
全銀協会員・事務局：10,848個及び米121ｋｇ）

支援先団体数 45団体
（日証協会員・事務局：２８団体、
全銀協会員・事務局：２８団体）

実績概要

88%

12%

満足（参加して良かった）

どちらともいえない

参加満足度

参加証券会社アンケート結果

いちよし証券
ＳＭＢＣ日興証券
FFG証券
岡地証券
九州FG証券
共和証券
極東証券
光世証券
静岡東海証券
大熊本証券
大和証券グループ本社

立花証券
東海東京証券
とうほう証券
内藤証券
野村ホールディングス
光証券
松阪証券
みずほ証券
水戸証券

むさし証券
※五十音順

参加証券会社

※両協会会員双方から支援した団体もあり、数値に重複がある
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３．大学との連携事業について
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経営者や事業家を目指す研究者等が事業計画・資本政策を企画立案・実行するうえで重要な「ファイナンス」に関
して、必要知識を基礎から学ぶ機会を対象者の特性やニーズに応じた講座の開催等の形で提供することにより、
スタートアップ人材の育成をより一層推進していくことを目的として、2023年12月、京都大学との間でスタート
アップ支援に関する覚書を締結した。
同覚書に基づき、2024年11月、京都大学ベンチャーインキュベーションセンター入居者を主な対象に、ファイナ
ンス等に関する知識獲得を目的とした講座を開催した。

14

（右）覚書締結に関するプレスリリース
https://www.jsda.or.jp/houdou/2023/20231201_kyoto.pdf

講座名 「スタートアップのファイナンス戦略と課題」

日時 2024年11月14日（木）

場所 京都大学

プログラム

１．講義 「スタートアップが知っておくべきファイナンス戦略」

スピーカー：シンクタンク 担当者

２．ゲストスピーカーによる講演

「京都大学発スタートのファイナンシャル戦略」

スピーカー：スタートアップ企業 社長

３．質疑応答

４．交流会 （前京都大学ベンチャーインキュベーションセンター入居

者と現入居者との交流会）

３．大学との連携事業について
① 京都大学とのスタートアップ支援に関する講座

https://www.jsda.or.jp/houdou/2023/20231201_kyoto.pdf
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日時 2025年３月14日（金）18時00分～19時30分

タイトル
北海道大学×日本証券業協会 SDGsシンポジウム

北海道から拓く持続可能な未来 -産官学連携によるGX金融の推進-

開催形態
会場 及び Zoom ハイブリッド開催

東京ミッドタウン八重洲カンファレンス ４階

プログラム

１．開会挨拶  日本証券業協会 専務理事 松尾 元信

２．基調講演 北海道大学 理事・副学長 横田 篤

３．パネルディスカッション

モデレーター：DNVビジネス・アシュアランス・ジャパン

金留 正人 氏

パネリスト： GX推進機構 理事 高田 英樹 氏

北海道大学 北方生物圏フィールド科学センター長

 宮下 和士

北海道大学 理事・副学長 横田 篤

三菱UFJリサーチ&コンサルティング株式会社

フェロー 吉高 まり 氏
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３．大学との連携事業 
② 北海道大学との共催シンポジウム

昨今の政府が進めるGXの加速・実現には、今後10年間で150兆円を超える官民のGX投資が必要とされている。北海道
は、風力、太陽光、地熱等多様な分野における国内随一の再生可能エネルギーのポテンシャルを有しており、GX実現に向
けた様々な取組が動き始めている。こうした取組を加速し、新技術やイノベーションの創出を担うべく、GX金融の意義を
再認識するとともに、産官学連携によるGX金融推進の可能性を探求し、北海道から切り拓くGXの社会実装に向けた一助
に寄与することを目的に、本シンポジウムを開催した。

※ 役職は当時のもの
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４．株主優待SDGs基金の運営について
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2024年度において本基金に拠出された資金は、 2024年４月16日開催 証券戦略会議
において決議したとおり、「WFP国連世界食糧計画（国連WFP）」及び「緑の募金（公益財団
法人 国土緑化推進機構）」に寄付を行った。

各寄付先に対する拠出金額及び拠出があった証券会社は、以下のとおりである。

拠出があった
会員証券会社等

計21社

※ 岩井コスモ証券、エービーエヌ・アムロ・クリアリング証券、SMBC日興証券、

ＳＢＩ証券、岡三証券グループ、共和証券、光世証券、スマートプラス、大和証券

グループ本社、東海東京フィナンシャル・ホールディングス、内藤証券、長野證

券、中原証券、野村證券、北洋証券、丸三証券、みずほ証券、三菱UFJeスマー

ト証券、水戸証券、むさし証券、楽天証券
（ 下線は、2024年度、新規にご寄付いただいた会員、 50音順）

寄付先
及び

拠出金額等

総額 27,579,913円

◆WFP国連世界食糧計画（国連WFP）   ： 13,940,456円

◆緑の募金（公益社団法人 国土緑化推進機構）  ： 13,639,457円

４．株主優待SDGs基金の運営について



◆ 寄付先①  WFP 国連世界食糧計画

✓ 学校給食（一食約 30 円）の支援 

【支援により期待される効果】

✓ こどもの栄養状態が改善され、勉強への集中力が向上
✓ 家事等のため家に留め置かれがちで学校へ通えない
女子の就学促進 

✓ 教育の普及により、国の安定と発展に寄与

© WFP/Boris Heger
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◆ 支援先②  緑の募金（公益社団法人 国土緑化推進機構）

✓ 当機構によって採択された植樹・間伐などの国内
における森林整備などの活動を行う団体への支援

【支援により期待される効果】

✓ 身近な地域の緑化活動、森林の適切な間伐・樹木
による、地球温暖化抑制

４．株主優待SDGs基金の運営について
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